
建設中の試験棟を背景に除幕式を執り行う様子（＝写真上） 

廃止措置の推進に向けて 

楢葉遠隔技術開発センターの研究管理棟が完成 
 

日本原子力研究開発機構が福島県楢葉町で建設を進めている楢葉遠隔技術開発センタ

ーの研究管理棟が完成し、１０月１９日に安倍晋三内閣総理大臣をお迎えして開所式を開

催しました。安倍総理（＝写真左下）からは「センターの完成が福島県そして楢葉町のさ

らなる復興の起爆剤になると確信しております」との祝辞をいただきました。 

 

楢葉遠隔技術開発センターは東京電力㈱福島第

一原子力発電所（１Ｆ）の廃止措置に向けた技術

開発のうち、遠隔操作機器・装置の開発や実証試

験を行う施設です。作業者訓練を行うための最新

のバーチャルリアリティ（ＶＲ）システムを備え

た研究管理棟と、廃止措置に向けた原子炉格納容

器下部の冷却水漏えい箇所の補修・止水の実証試

験や遠隔操作機器（ロボット等）の開発・実証試

験を行うための試験棟からなります。 
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研究管理棟はすでに一部運用を始めており、建設中の試験棟は２０１６年春に完成し、

本格運用を開始する予定です。 

 

ここからは、この楢葉遠隔技術開発センターのあらましについて紹介します。 

 

廃止措置に向けた課題 

１Ｆでは原子炉内の燃料集合体が溶けて他の炉材とともに固まり、デブリと呼ばれる状

態になっています。廃止措置を進めるためにはこのデブリを取出し、安全に保管すること

が最大の課題となっています。この作業に取りかかる前には、1)現場の状況調査､2)必要な

箇所の除染、3)原子炉格納容器下部の冷却水漏えい箇所の補修等を行いますが、作業環境

の放射線量が高く、作業者の立ち入りが困難な場所となるため、遠隔操作機器（ロボット

等）の開発が必要となります。 

これらの開発・実証試験等を行うための施設が、楢葉遠隔技術開発センターです。同セ

ンターは今回完成した４階建ての研究管理棟と、大きな体育館のような構造をした試験棟

からなります。 

 

 

 

 

 

 

※写真は平成２７年１０月現在 

 

作業者の訓練を行う研究管理棟 

このほど完成した研究管理棟には、ＶＲシステムが導入されます。このシステムは、自

分があたかもその場所にいるような感覚が体験できるものです。これによって作業者は、

作業のために必要な移動経路や移動時間を事前に把握し、想定される被ばく量を確認でき

るなど、最適な作業計画を検討することができます。さらにはその作業を事前に十分に模



擬することで、実際の現場では安全を確保し、かつ効率よく作業をすることに活用できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

没入型ＶＲシステム 

 

   

 

 

ロボットの開発実証試験を行う試験棟 

開所式後には、原子炉格納容器

内を調査するサソリ型ロボット

（ＩＲＩＤ/東芝製＝写真左）のデ

モが行われました。 

来年に完成する試験棟では１

Ｆの建屋内作業環境を実物大で

模擬し、モーションキャプチャー

を使ってロボットの動きを精密

バーチャルリアリティシステムのデモの様子 

 



に計測するなど、ロボットを実際に動かして機能の確認や、操作者が操作に習熟するため

の訓練などを行う予定です。 
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